
(57)【要約】

【課題】駐車場等に止めた自動車の車体側面等に、隣接

する自動車のドア等が接触しても傷が付くことを防止し

、取り扱いが簡単で、盗難防止を考慮した車体損傷防止

保護具を提供することを課題とする。

【解決手段】内部に磁石５を備える衝撃吸収部材２であ

り、この衝撃吸収部材２が前、後、各々のドアに磁石５

によって装着され、装着された前後のドアの各衝撃吸収

部材２が折り曲げ自在の軟部材３にて連結されおり、前

ドアと後ドアとの間に挟まれるゴム材４を有することを

特徴とする。また、衝撃吸収部材の装着面とは反対の面

にスリットを施し、ドアの形状に応じてより密着性を保

つことを特徴とする。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 部 に 磁 石 を 備 え る 衝 撃 吸 収 部 材 で あ り 、
　 こ の 衝 撃 吸 収 部 材 が 前 方 及 び 後 方 の ド ア に 磁 石 に よ っ て 装 着 さ れ 、
　 装 着 さ れ た 前 後 の ド ア の 各 衝 撃 吸 収 部 材 が 折 り 曲 げ 自 在 の 軟 部 材 に て 連 結 さ れ 、
　 自 動 車 の 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の 間 に 挟 ま れ る 部 材 を 有 し 、
　 前 記 自 動 車 の 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の 間 に 挟 ま れ る 部 材 の 先 端 部 が 凸 形 状 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 方 若 し く は 後 方 の ド ア に 装 着 し た 衝 撃 吸 収 部 材 を 外 し て 、
　 軟 部 材 に て 折 り 曲 げ 、
　 他 の 一 方 の ド ア の 衝 撃 吸 収 部 材 に 磁 石 に て 装 着 し 、
　 前 方 若 し く は 後 方 の ド ア の 開 閉 を 可 能 と す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 方 ド ア に 装 着 す る 衝 撃 吸 収 部 材 の 水 平 方 向 幅 が 、 前 記 前 方 ド ア の 水 平 方 向 幅 よ り も 小 さ
く 、
　 後 方 ド ア に 装 着 す る 衝 撃 吸 収 部 材 の 水 平 方 向 幅 が 、 前 記 後 方 ド ア の 水 平 方 向 幅 よ り も 小
さ く な っ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 自 動 車 の 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の 間 に 挟 ま れ る 部 材 の 先 端 部 の 凸 形 状 の 厚 さ が 、 １ ～
３ ｍ ｍ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 衝 撃 吸 収 部 材 は 、
　 ド ア に 装 着 し た 面 と は 反 対 側 の 面 に ス リ ッ ト を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か に 記 載 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 。
【 請 求 項 ６ 】
衝 撃 吸 収 部 材 は 、 自 動 車 の ド ア に 装 着 し た 面 と そ の 反 対 側 の 面 そ れ ぞ れ の 内 部 に 磁 石 を 備
え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 駐 車 中 の 自 動 車 が 受 け る 車 体 の 損 傷 を 防 ぐ た め の 保 護 用 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 台 で も 多 く の 駐 車 ス ペ ー ス を 確 保 し よ う と す る 現 在 の 駐 車 場 事 情 に お い て は 、 ド ア を
全 開 で き る 程 一 台 当 た り の 駐 車 ス ペ ー ス に 余 裕 が な い 。 こ の た め に 、 配 慮 せ ず に ド ア を 開
閉 す れ ば 、 隣 接 し て い る 自 動 車 の 車 体 へ の 接 触 は 必 至 で あ る 。 　 ま た 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ
ト 、 デ パ ー ト 等 の 駐 車 場 で は 、 幼 い 子 供 を 連 れ た 親 や 大 量 の 買 い 物 袋 を 抱 え た 人 々 が 、 無
意 識 の う ち に 隣 接 し て い る 自 動 車 へ ド ア を 接 触 さ せ る こ と が 多 々 見 受 け ら れ る 。 こ れ ら の
接 触 で 生 じ た 傷 や 凹 損 は 、 損 傷 の 割 に 修 理 代 が 高 額 で あ り 、 例 え 修 理 を し て も 、 再 び 同 様
の 損 傷 を 負 う 可 能 性 が 高 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 上 の よ う な 状 況 か ら 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 、 ３ に 記 載 さ れ て い る よ う な 保 護 具 が 考 え ら れ
て い る 。
　 と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 保 護 具 は 、 磁 石 を ド ア に 装 着 す る の み で 、 容 易 に 取 り 外
す こ と が で き 、 保 護 具 の 盗 難 と い う 観 点 か ら は 十 分 で は な い 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 保 護 具 は 、 ２ 箇 所 の フ ッ ク が 前 後 の ド ア の 折 り 返 し 部 を 把 持
し て い る た め に 、 前 方 の み の ド ア を 開 け る 場 合 で も 、 前 後 両 方 の ド ア を 開 け て 保 護 具 を 取
り 外 す 必 要 が あ り 、 簡 便 性 に 欠 け る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 保 護 具 は 、 そ の 盗 難 防 止 の た め に 室 内 に ボ ー ル を 入 れ て い る
が 、 ボ ー ル を 取 り 付 け て い る ワ イ ヤ を 通 す た め に 、 僅 か で は あ る が 窓 を 開 け る 必 要 が あ り
、 風 雨 が 激 し い と き に は 室 内 に 雨 水 が 入 り 込 む こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ２ １ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ４ ３ ５ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ０ ５ － ０ ８ ０ ９ １ ２ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 本 考 案 は 、 駐 車 場 等 に 止 め た 自 動 車 の 車 体 側 面 等 に 、 隣 接 す る 自 動
車 の ド ア 等 が 接 触 し て も 傷 が 付 く こ と を 防 止 し 、 取 り 扱 い が 簡 単 で 、 盗 難 防 止 を 考 慮 し た
車 体 損 傷 防 止 保 護 具 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 は 、 内 部 に 磁 石 を 備 え る 衝 撃 吸 収 部 材 で あ り 、 こ の
衝 撃 吸 収 部 材 が 前 方 及 び 後 方 の ド ア に 磁 石 に よ っ て 装 着 さ れ 、 装 着 さ れ た 前 後 の ド ア の 各
衝 撃 吸 収 部 材 が 折 り 曲 げ 自 在 の 軟 部 材 に て 連 結 さ れ 、 自 動 車 の 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の 間
に 挟 ま れ る 部 材 を 有 し 、 前 記 自 動 車 の 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の 間 に 挟 ま れ る 部 材 の 先 端 部
が 凸 形 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 は 、 前 方 若 し く は 後 方 の ド ア に 装 着 し た 衝 撃 吸 収 部 材 を 外 し て 、 軟 部 材 に て 折 り
曲 げ 、 他 の 一 方 の ド ア の 衝 撃 吸 収 部 材 に 磁 石 に て 装 着 し 、 前 方 若 し く は 後 方 の ド ア の 開 閉
を 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 前 方 ド ア に 装 着 す る 衝 撃 吸 収 部 材 の 水 平 方 向 幅 が 、 前 記 前 方 ド ア の 水 平 方 向
幅 よ り も 小 さ く 、 後 方 ド ア に 装 着 す る 衝 撃 吸 収 部 材 の 水 平 方 向 幅 が 、 前 記 後 方 ド ア の 水 平
方 向 幅 よ り も 小 さ く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 で あ る 。
　 本 考 案 は 、 前 記 自 動 車 の 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の 間 に 挟 ま れ る 部 材 の 先 端 部 の 凸 形 状 の
厚 さ が 、 １ ～ ３ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 は 、 前 記 衝 撃 吸 収 部 材 が 、 ド ア に 装 着 し た 面 と は 反 対 側 の 面 に ス リ ッ ト を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 で あ る 。
　 本 考 案 は 、 衝 撃 吸 収 部 材 は 、 自 動 車 の ド ア に 装 着 し た 面 と そ の 反 対 側 の 面 そ れ ぞ れ の 内
部 に 磁 石 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 は 、 駐 車 場 等 に 止 め た 自 動 車 の 車 体 側 面 等 に 、 隣 接 す る 自 動 車 の ド ア 等 が 接 触 し
て も 傷 が 付 く こ と を 防 止 し 、 取 り 扱 い が 簡 単 で 、 盗 難 防 止 を 考 慮 し た 車 体 損 傷 防 止 保 護 具
を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 考 案 に 係 わ る 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 考 案 に 係 わ る 実 施 例 の 一 つ で あ る 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 １ を 、 自 動 車 の 車 両
側 面 に 装 着 す る 面 か ら 見 た 図 で あ る 。 ２ 個 の 衝 撃 吸 収 部 材 ２ を 折 り 曲 げ 自 在 の 軟 部 材 ３ で
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連 結 し て い る 。
　 衝 撃 吸 収 部 材 ２ は 、 軽 量 で ク ッ シ ョ ン 性 が あ り 、 指 で 押 し て 僅 か に へ こ む 程 度 の 弾 力 性
が あ る 材 質 で 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ゴ ム 等 か ら な り 衝 撃 を 吸 収 で き れ ば 良 く 、
特 に 材 質 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 衝 撃 吸 収 部 材 ２ の 連 結 部 か ら 伸 び た 厚 さ 約 １ ～ ３ ｍ ｍ の ゴ ム 材 ４ は 、 そ の 先 端 部
が 凸 形 状 を し て い る 。 そ の 先 端 部 を 前 方 ド ア と 後 方 ド ア と の す き 間 に 挟 み 込 む こ と に よ り
、 ド ア を 開 け な い 限 り 、 こ の 衝 撃 吸 収 部 材 ２ を 車 両 よ り 取 り 外 す こ と が で き な く な る 。
　 ま た 、 こ の 衝 撃 吸 収 部 材 ２ の 内 部 に は 、 自 動 車 の 車 両 の 装 着 面 側 と そ の 反 対 面 側 と に そ
れ ぞ れ 磁 石 ５ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 実 施 例 を 自 動 車 の 車 両 側 面 に 装 着 す る 面 と は 反 対 側 の 面 か ら 見 た 図
で あ る 。 こ の 面 の 側 に も 磁 石 ５ が 備 え ら れ て い る の で 、 収 納 時 ま た は 前 方 ド ア を 開 け る 時
に 折 り 畳 む 際 に 、 軟 部 材 ２ で 折 り 曲 げ る こ と に よ り 、 ２ 個 の 衝 撃 吸 収 部 材 ２ を 磁 石 ５ で 固
定 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 考 案 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 １ の 装 着 手 順 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 前 方 ド ア を 開 放 し た 状 態 で 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 後 方 ド ア （ ２ ド ア 自 動 車 の 場 合
は ボ デ ィ ー ） に ２ つ に 折 り 畳 ま れ た 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 １ を 装 着 す る 。 次 に 、 ゴ ム 材 ４
を 両 ド ア の 隙 間 で 挟 み 込 み な が ら 前 方 ド ア を 閉 め る 。 図 ３ （ ｂ ） は 、 前 方 ド ア を 閉 め た 状
態 を 示 す 。 次 に 、 磁 石 ５ に て 後 方 ド ア に 固 定 さ れ て い る 衝 撃 吸 収 部 材 ２ の 一 方 を 外 し て 、
前 方 ド ア に 磁 石 ５ で 固 定 す る 。 図 ３ （ ｃ ） は 、 装 着 が 完 了 し た 状 態 を 示 す 。 ま た 、 図 ３ （
ｃ ） に 示 す よ う に 、 衝 撃 吸 収 部 材 の 装 着 面 と は 反 対 側 の 面 に は ス リ ッ ト （ 切 り 込 み ） が 施
さ れ 、 車 体 ま た は ド ア の 形 状 に 応 じ て 衝 撃 吸 収 部 材 が よ り 密 着 す る よ う に な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 わ る 実 施 例 の 一 つ で あ る 車 体 損 傷 防 止 保 護 具 を 、 自 動 車 の 車 両 側 面 に
装 着 す る 面 か ら 見 た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 実 施 例 を 、 自 動 車 の 車 両 側 面 に 装 着 す る 面 と は 反 対 側 の 面 か ら 見 た 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具 の 装 着 手 順 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ 　 　 車 体 損 傷 防 止 保 護 用 具
２ 　 　 衝 撃 吸 収 部 材
３ 　 　 軟 部 材
４ 　 　 ゴ ム 材
５ 　 　 磁 石

10

20

30

(4) JP 3125636 U 2006.9.28



【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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